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おわりに

明治 30 年代は，デパートメントストア化を進める呉服店が一様にその機関雑誌を刊行し始めた時期

である。呉服店／百貨店の機関雑誌は，近代的な流行，すなわち流
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行を形成し，その商品を紹介す

るための媒体であっただけでなく，多くの読み物を提供する文芸誌的な性格も兼ね備えていた。三

越や白木屋の機関雑誌にはそうした色彩が色濃く刻まれているが，明治 39〔1906〕年に創刊された

とされる松屋呉服店の『今様』にもそのような要素を認めることができる。現在確認できる範囲の

『今様』から推測すると，明治 45〔1912〕年から大正 2〔1913〕年の『今様』誌上にはしばしば文芸欄

が設けられていたようだ。三越や白木屋の機関雑誌同様に，その記事の多くは江戸文化に造詣の深

い者や，やや古い世代の文人たち，当時活躍していた知識人たちによって書かれていることが多い。

また，その誌面からは，明治 45〔1912〕年に新聞記者や広告代理業者を集めて「今様会」なる組織

が結成されていたことも分かる。『今様』に掲載された文学作品は，三越や白木屋の機関雑誌に掲載

された作品と同様に，結婚や家庭生活，夫婦生活を取り上げ，その中で消費という行動を描いてい

るものが多いが，三越や白木屋のそれと大きな差異を孕む作品も見られる。泉鏡花「橋むかふ」，

秋田雨雀「浴場の午後」「短き夢」，久保田万太郎「小てるとつる代」がそれだ。『今様』に掲載さ

れた他の作品に比して，これらはいずれもその物語の目的が不明瞭であると同時に，それに呼応し

た独特な表現性を発揮しているのである。とりわけ，呉服店／百貨店の機関雑誌に掲載された文学作

品は古い世代の書き手によるものが多い中で，雨雀や万太郎といった新人たちが『今様』に作品を

寄せていることは特筆に値しよう。そのような点にこそ『今様』という雑誌の意義があるのだ。
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松屋呉服店刊『今様』の文芸欄




